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　筆者は，1986年4月15日半ら，1987年2月14

日まで，ソビエト・アカデミー所属の世界文学

研究所において，研究する機会をめぐまれた。

しかし実際は，研究は，レーニン図書館を中心

に行ったので，今回は，そこでの印象記といっ

たものを記すことにする。レーニン図書館は，

1861年に創立された世界最大の図書館のひとつ

である。ここには，われわれ日本人にもなじみ

の深いロシアの知識人たちが通ったという。ト

ルストイ，ドストエフスキー，メンデレーエフ，

ティミリャーゼフ，チェホフ，また19世紀末に

は，レーニンが通っている。筆者自身としては，

教養部分館とレーニン図書館の間で，以前から

図書の交換をやってきていたので，すでにその

名前は親しいものがあった。1986年4月15日モ

スクワ到着後，お・よそ一週間ほどでパスポート

がもどってきたので，それを持ってでかけた。

　　　　　　〈輝く白亜の殿堂〉

　レーニン図書館は，クレムリンからほんの数

分のところにある。僕の宿るアカデミー・ホテ

ルからトロリー・バスー本で行ける。いわゆる

マネージュと呼ばれる巨大な建物の角で，バス

がぐるりとひと廻りしたところに堂々たる白亜

の殿堂が姿をあらわす。ぎいと鳴る重い三重の

扉を押して入ったところに案内所がある。

清　　水　　孝　　純

モスクワ大学を背景にして　筆者

　そこを通って，入口に達するまでいわゆるク

ロークで，両側に外套掛けがびっしり並んでい

て，十人ぐらいの掛員が，入館者の外套やカバ

ンをうけとっている。小型の赤い固い表紙の薄

い手帳のような入館証をもらって，入口にむか

う。入口は大きな階段の下にある。整理券を手

にして階段を昇ると，両側にずらりとカード・

ボックスが並んでいる。そこでは，これまでの

ロシア，ソビエトでの出版物の全てがカードに

納まり，作者別・項目別に分類されている。階

段を昇るとき，手すりにもたれて人々が階段を

昇ってくる入館者を上から眺めている。静かな

ざわめきが，大きな空間に満ちている。全ては

大理石づくりだから，その堂々たる威厳ある雰

囲気は独特なものである。
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　　　　　〈重厚なる第一読書軍〉

　われわれ外国からの研究者は，第一読書室と

いうところに入る。大階段を昇り，つき当った

ところにある。全身の力をかけなければ開かな

いようなこれまた重い扉を押して入ると，まず

部屋の中央に下った巨大なシャンデリアが眼を

奪う。直径7～8メートルぐらいはありそうだ。

それを囲むようにして，1メートル幅の大理石

の角柱が4本部屋の中央にそそり立っている。

天井は，ルリエフのある大きな4本の角柱で9

等分に区切られ，シャンデリアはその中央の四

角い枡組のなかに吊り下げられている。部屋全

体は正方形で，高い窓が大空を見せている。机

は，この広い空間に大体縦横6行6列ぐらいに

ゆったり置かれている。机は，中央が本棚で仕

切られていて，その片方をひとりが独占できる。

　この第一読書室は，元来はソビエト・アカデ

ミー会員とか，年輩のドクター所有者のための

ものというが，外国人の研究者もここでの使用

を許されているのである。一般のロシア人は第

三読書室に入る。この読書室は，第一読書室よ

りはるかに広く机の数も比較にならないほど多

い。それに二人掛けだから，出入りも激しく，』

全体としては，ざわざわして落着かない。従っ

て，第一読書室の使用を許されているというこ

とは，大変ありがたいことなのである。それに

は，あるいは政治的なイミもあるかもしれない

が，いずれにせよ，大学院程度とみられる外国

人の男女学生が，ロシア人の，白髪の老研究者

にいりまじって机にむかっている様子は，一種

奇異な感じがしないでもない。

　　　　　　〈積みあげた書物〉

　第一読書室では話し声はほとんどない。入口

に机が置かれていて，常に一人分若い女性が研

究者の世話をしている。読みたい本は，用紙に

書いて，彼女の机の上に置いておけばよい。午

前中に申し込めば，午後には本をそろえてくれ

る。この図書館の研究上の大きな便宣は，借り

出した本をひと月ぐらい独占できるということ

であろう。継続したい本は，第一読書室のすぐ

外に，借出・返却のための控えの部屋があって，

それぞれの入館証の番号によって指定された場
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所に継続希望の本を置けばよい。翌日来たとき

にそれをそのままとるのである。これは大変便

利な制度で大いに助かった。一度に借りるのは

5冊ぐらいが限度だが，継続して借り出すと20

冊ぐらいはわけなくたまる。広い机狭しとばか

りに拡げて，研究に専心する人も多い。事実，

ドクター論文にとりかかっているような人もち

らほら見かけた。

　　　〈書物のそろっているのに感心〉

　レーニン図書館で感心したのは，書物がよく

整備されていることだ。ひとつのタイトルにつ

いて，複数の部数が揃えられているから，要求

した書物はたいてい手に入る。というのも，ソ

連で出版される本は，二冊ずつ納めるのが義務

づけられているからである。もっとも，書物に

よっては，カードのないものもある。試みに，

ソルジェニーツィンや，ブハーリン，トロツキ

ーなどのカードを調べてみたが，勿論あるはず

もない。しかし，カードがあるものなら，原則

として借り出しが可能なはずである。ただわれ

われにとって不自由なことは，筆記用具以外，

一切の書物を持ちこめないということである。

つまり辞書類もダメだということである。しか

し，その点での配慮もなされていて，第一読書

室には，あらゆる種類の　　といっても主とし

てロシア語によるものだが　　辞書がそろって

いる。露和辞典についていえば，岩波書店のも

の，三省堂のものなどあるが，八杉氏のは，ボ

ロボロで使いものにならない。それにいずれも

一部しかないので困ることもある。

　　　　〈必要悪？としての管理〉

　書物を持ちこませないことは，管理がしゃす

い，つまり書物の盗難が少くなるのだから，結

局は利用者自身のためになるというわけだ。管

理という点でいえば，退館の際の出口に民警が

いて，持物をチェックする。女性など小さなバ

ッグをあけさせられるし，ノートなどもペラペ

ラめくらなくてはならないことも多い。カーキ

ー色の制服を着た男性，あるいは女性がその係

りだが，ひとによってずい分と態度が異る。ほ

とんど見ない場合も多い。時に気がむくと（？）

エンピツの先でちょいちょいノートや紙ばさみ
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などをめくる。その手つきは独特で，一種象徴

的儀試にまで化した感がある。まず日本では見

られない光景だが，なれれば別にどうというこ

ともなくなるというのも事実だ。

　このような管理はフランスでもないことはな

いのであり，パリの国立図書館でも入口ではカ

バンを開いてみせる。しかし，読書室への私物

の持ち込みは自由だ。ソビエトの図書館の方が

管理が厳しいというのも，公共材にたいするよ

り厳しい思想のあらわれなのであろうか。この

ような管理が，書物の紛失をより少いものにす

るのに役立っとすれば，これも一種の必要悪と

いえるかもしれない。

　　〈潤沢きわまりない係の麗人たち〉

　このような管理がなされるというのも，人員

がたっぷりあるせいだろう。なにしろ，係員の

数の潤沢なこと，少くとも日本の大学の図書館

などでは，全く想像がっかない。係員はみな女

性だが，いたるところに配置されていて，閲覧

の上の便宣をはかってくれる。カード・ボック

スが置かれているのは先にも述べたように，正

面入口の大階段の両わきの空間だが，そこにず

らりと並んだひとつひとつのカードの棚と棚と

の間に，数人の参考掛りが坐っているのだから

恐れ入ってしまう。カードもよく整理されてい

て，ひとつひとつの項目を眺めていると，この

国の過去の歴史がよみがえってくるかのような

印象をうけて興味深いものがあった。しかし，

カードを探るのも，混み合ってなかなか大変で

ある。そこで割り込んでいって，自分の求める

カードを探すということになるが，そのときロ

シア人の，　「ちょっとゴメン」というような言

葉が，蚊の鳴くようにささやかれるのが，なん

となくおかしかった。

　　　　〈食べ物の恨みはこわい？〉

　読書室というのがどれくらいあるのか。（ソビ

エト大百科目よれば22あるそうだ。）第二読書室

というのはこれまた広いが理工系らしい。その

ほか，新刊書のところとか，また雑誌新聞の，

大きな閲覧室があった。そこには外国の新聞も

置かれている。なお，この図書館に入れば，一

日ゆっくり時をすごせるといってもいいのだが，
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どういうわけか，坐るベンチのようなものがほ

とんどないのが苦痛だった。それは，地下の食

堂にもいえることで，いうなれば，くつろげる

場所が少いということである。したがって，雑

談は第一読書室の外の廊下で立ちばなしという

ことになるが，話し声が大きくていつも叱られ

たものである。

　ところで，ここでちょっと食堂のことを書い

ておこう。食べ物の恨みはこわいというが，食

堂のことを書く気になったのも，いささかそう

いうこともあるかもしれない。なにしろ，混ん

で行列が長くできていて，15分ぐらい待たされ

る，味は悪いうえ，食卓というのが，キノコ状

のテーブルで立食である。混んでいるので遅く

ゆくと，メニューが少くなるという始末。長い行

列のあとに続きながら，計画経済の社会にして

は，ずい分ムダな時間の浪費が多いな，と考え

たことだった。しかし，パリの国立図書館など

では内部に食堂はなかったから，それにくらべ

れば便利といえるかもしれない。とにかくここ

の食堂は評判わるく，親しいロシア人は，大変

憂いていたものだ。彼の話だと，そこの食堂は

モスクワ中で一番悪いというのである。実際に

そのとおりで，なぜそうかといえば，彼の話に

よれば支配人が悪いということであった。もっ

とも，これは，ペレストロイカが真剣にとりあ

げられる前のことだから，現在はよほどよくな

っているかもしれない。

　　　　　　〈帰国を迎える頃〉

　まあこんな雰囲気のなかで，10ヵ月を過した。

長い昼の陽がやがて短くなり，激しい寒気がや

ってきても，暖房のおかげで，寒い思いはない。

時をすごすにつれて，ロシア人の知人も出来る。

あるいは，クロークのおばさんたち，また第一

読書室の係の女性たちとも親しくなる。10ヵ月

の滞在を終えて，帰国する頃ともなると，心が

残る，そんな思いがあったのも，事実である。

　　　　　　　〈コピー合戦〉

　そうそう，コピーのことを一言つけ加えてお

こう。コピーは，われわれ外国研究者にとって

は，もっとも関心のあるところのものだ。4階

だかに，コピーを申し込む場所があり，そこに
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所定の用紙に書き込み，申し込む。枚数は，ゼ

ロックスで1人20枚という限度が定められてい

る。マイクロフィルムは，それに比べると，制

限という制限はない。費用は，ゼロックス1枚

IOカペイカ（当時の邦価で25円ぐらい），マイク

ロでひとコマ4カペイカ（10円）であった。ゼロ

ックスは，枚数制限が20枚と厳しいが，実際に

は，そこら辺はてきとうである。そこでは，各

読書事ごとに時問帯がきまっていて，第一読書

室は3時ぐらいからだったろうか。いつもその

頃になると，本をもって出かけてゆくというの

が，外国の研究者の日課のようなものだったが，

大変，混んでいて，注文するまでが，ひと苦労

だった。しかし，受付けのおばさんたちは，何

ともいえず人間的であった。ロシア人は，大き

なソロバンが好きだ。枚数を計算し，お金を計

算するのに，その黒光りした大きなソロバンを

はじく。それはゆうゆうたるものである。

　日本の研究者で，とくに1920年代の政治経済

専門にしている人たちは，注文したコピーの許

可がお』りないというのでこぼしてた。現在はよ
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ほどよくなっているかもしれないが，当時は，

かなりの数が不許可になった。いつも苦情を聞

かされたおぼえがある。それで，研究者と，受

けつけのおばさんたちの，暗暗のうちの闘いが

はじまるというわけである。一度不許可になっ

たくらいであきらめてはダメである。根気よく

申し込んでいると，人によって，また同じ人で

もその時その時の虫のいどころによって許可に

なることもたびたびあったようである。

　10年ぐらい間を置いていったある友人の話だ

と，そこの品のよい年とったおばさんのひとり

は，10年前から同じように働いていたそうであ

る。おそらく，この瞬間にも彼女らは，太った

身体に汗をかきながら，イアリングをぶらぶら

させて，外国の研究者たちのうるさい注文と闘

かっているのであろう。ロシア人の人の好さ，

面白さというものを感じたのも，このおばさん

たちとのやりとりを通じてであったように思う

と，今でも心温まる思いがある。

　　　　　　　　　　　　　　（教養部分館長）

学内図書館だより

工学部共通雑誌（外国雑誌）の利用について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一工学部図書掛一

　今般，工学部主要学科（機i械系・電気系・化学系等）の外国雑誌1946年以降所蔵のもの約40，000冊

を保存図書館へ移し集中管理することになりました。

　これら新旧外国雑誌については，学内外の共同利用に供するため，また学科雑誌と区別するため，

工学部共通雑誌と称しています。

　共通雑誌利用上の留意点については，下記のとおりです。

①共通雑誌の利用時間については，8月中を除き平日は9：00～20：00，土曜日は9：00～

　　16：30まで延長開館をしています。

　②入館の場合は，図書館利用者票・身分証明書・学生証等をカウンターで提示してください。

　③共通雑誌の添架場所については，新着雑誌（約570種）及び未製本雑誌は，2階共通雑誌室に，

　　製本雑誌は書庫棟2・3・4層に誌名順行架をしています。．

　　　なお，書庫内は禁煙となっておりますので，ご注意ください。

④共通雑誌の閲覧については，誌名順に配架していますが，早い検索手段としては，備付のタ

　　イトルリストを参照してください。

　　　なお・，空調完備の共通雑誌閲覧室に限り喫煙席を用意しています。
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⑤共通雑誌の貸出については，所定の手続（利用者票または相互利用申込書が必要）により，製

　本雑誌は3日間の貸出ができます。新着雑誌と未製本雑誌は，オーバーナイト貸出に限ります

　のでご注意ください。

　　なお，この外に複写等の便を図るため，短時間の一時貸出を認めています。

⑥図書・雑誌等の書誌所蔵調査については，端末機稼動時問の関係で平日は17：00，土曜日は

　12：00まで受付しますのでご利用ください。

　　なお，12：00～13：15まで端末i操作は休みなので，ご注意ください。

⑦専用複写機（現在2台目を増設申請中）の利用については；複写経費の移算問題もあるため，

　工学部教職員に限ります。

　〔工学部図書掛では複写管理のため，キャノンコントローラ皿を採用し，学科講座等の予算区

　分200区分の複写枚数を機械的に集計し，四半期毎に複写経費の移算処理をしています。この

　カード読取り装置は，最大限200区分なので工学部内処理能力が限度です〕

　　このため，他部局の利用者は一時貸出を受けて，図書本館備付けの全学共同利用複写機をご

　利用ください。

　　なお，筑紫地区等の利用者のためには，校費による学内文献複写依頼の方法もありますので，

　該当部局図書掛を経由し中央図書館相互利用掛へ申込みください。

＊共通雑誌の利用上の問合せについては，工学部図書掛（九大代表電話641－1101内線5116－5118）

へご連絡ください。

本学教官著作寄贈図書
　〈中央図書館〉

岡村　　繁（文・名誉教授）

　華氏文集3（新釈漢文大系99）
　明治書院　1988

前田　重治（育）

　不適応の精神分折
　慶応通信　1988

丸野　俊一（育）

　知能はいかにつくられるか
　力富書房　1988

石崎　文彬（農）

　P．　F：Stanbury，　A．　Whitaker著　石崎文彬（訳）

　発酵工学の基礎（実験室から工場まで）

　学会出版センター　1988

山口　宗之（養）

　あ・若き日の光画は一七高時代の回顧一
　一正堂　1988

　〈教養部分館〉

柳瀬　敏幸（医・名誉教授）

　いのちの流れ

　西日本新聞社1988

宮地　六美（養）

　アメリカでお墓について考えた
　石風社　1988

山口　宗之（養）

　あ・若き日の丁丁は一七高時代の回顧一
　一正堂　1988

　〈文　学　部〉

竹沢　尚一郎（文）

　象徴と権力

　勤草書房　1987

　〈教育学部〉

丸野　俊一（育）

　知能はい．かにつくられるか

　力富書房　1988

　〈法　学　部〉

有地　　亨（法）

　現代家族の機能障害の実態と紛争処理の総合

　　的研究　1－2
　九州家族研究会　1985－1986

　現代社会における法的問題処理
　九州家族研究会　1987

　〈経済学部〉

古瀬　政敏（経）

　アメリカの生命保険会社
　　営戦略一
　東洋経済新報社　1988

一金融革命下の経



22 図書館情報

資料の探し方（所蔵調査）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一中央図書館参考調査選一

　昨春，検索用端末機が参考調査掛に導入されて，資料の検索の仕方がカードの検索から端末機の

検索の方へ移行しつつあります。又，さらに学術情報センターとのi接続で，学外所蔵資料の検索も

変化しつつあります。ここに資料の探し方を改めて掲載しますので参考にして下さい。特に学内所

蔵の雑誌の検索は端末機の利用が効果的です。

（1）雑誌の所蔵調査

　・レファレンスデスク横に設置している端末機で検索を行います。

　　九州北部7大学ネットワークシステムにより，九大を始め，他の6大学の所蔵・受付到着状況

　　が判ります。端末機の操作方法は雑誌検索マニュアルに従って下さい。

　・オンライン停止時間中の調査は，端末機傍の九大学術雑誌総合目録（コンピューター打出目録）

　　で調べます。

　・古い雑誌は，学内雑誌総合目録（カード目録）で調べることもできます。

　・他機関所蔵の雑誌の調査資料は，学術雑誌総合目録，各機関所蔵雑誌目録等，各種冊子体目録

　　があります。

　また，端末機を使って，学術情報センター目録所在情報デニタベースで，全国の機関の和・洋雑

　誌の所蔵が判ります。

（2）図書の所蔵調査

　（A）和書の場合

　・学内の所蔵を調べる場合，通常，学内総合目録でさがします。

　　総合目録は，学部によってAブロック，Bブロックに分かれています。

　　　Aブロック（図書館・文・育・法・経・理・事務局所蔵）一書名寄で配列は電話帳方式

　　　Bブロック（医・歯・薬・工・農・大計セ・医短・筑紫地区キャンパス・養）一書名順で配

　　　　　列はアイウエ臨画

　・理・農学部の図書は，揺架場所を探すために，再度当該学部の目録カードを引きます。

　ただし，最近数年問分の図書は，総合目録にカード繰込みを中止している学部が相当数あります

　ので，端末機による検索が必要です。レファレンス係員にお尋ねください。

　（B）洋書の場合

　・学内の所蔵を調べる場合，通常，学内総合目録で探します。

　　総合目録は，和書と同様に学部によってA・Bブロックに分かれていて，著者名順に配列して

　　います。

　・理・農学部の図書は，再度，当該学部の目録カードを引きます。

　　また，和書の場合と同様に，最新の図書は端末機による検索が必要です。

　・他機関所蔵の図書の調査資料は，和書の場合は，国立国会図書館蔵書目録，洋書は，新収洋書

　　総合目録があります。

　また，端末機を使って，学術情報センター目録所在データベースで，最近の和洋図書の全国の大

　学の所蔵が調べられます。

　アメリカの大学カタログ（英文・マイクロフイシュ）一の1986年版をレファレンス事務室に備え付け

ましたのでご利用下さい。なお，最新のものは福岡アメリカン・センターで利用できます。
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◆研 修

昭和63年度大学図書館職員長期研修に参加して

〈とき：昭和63年7月18日～8月5日〉

　今年度の研修は，図書館情報大学および学術

情報センターを主会場として，国立30大学，国

立大学共同研究利用機関2．公立1大学，私立

4大学　合計37名（内女性10名）の参加でほぼ例

年通り実施された。

　この研修は，学術情報システムの中での大学

図書館の役割　（1）．一次資料の体系的・効率的

な収集・整備と全国的ネットワークによる有効

な提供。　（2）．学情センターの提供する目録シ

ステム・データベースの利用による全国的総合

目録データベースの形成。（3）．非情センター，

大型電算機センター等の提供するデータベース

の検索サービス6以上3点を明確にし大学図書

館の情報提供サービス体制の確立を図る目的で

開かれたものである。

　国情システムの中枢機関として位置づけられ

た学年センターが発足して3年目を迎えた。現

在62大学（国立50，私立12）ですでに接続を完了

してお・り，この2～3年で全ての国立大学との

接続を終える予定である。また，総合目録デー

タベースにも図書約86万件，雑誌約180万件（昭

和63年7月現在）の所蔵が登録されている。所

蔵データのオンライン入力件数も月平均5～6

万件を維持しており，目録システム運用の定着

化とともに今後とも増加がみこまれている。一

方，和図書については国立国会図書館が昭和67

年までに，洋図書については東京大学所蔵の約

260万冊を遡及入力し，全国的遡及入力の基盤が

完了するとされている。今回の受講者の所属機

関も約半数が学情センターとの接続を完了して

おり，その他独自のシステムでの業務電算化や

予算要求中の大学がほとんどであった。共同研

究討議の中でも業務システム化に関する意見が

出されたので紹介して報告にかえたい。

　OPAC（オンライン利用者用目録）の導入に

　ついて

　OPACの導入により，利用者に対する目録情

報の提供をオンラインで行っている図書館が増

加している。従来のカード目録に比べ，極めて

大量のデータの中から迅速に検索出来ることに

加え，複数の条件を任意に組み合わせるなど多
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面的なアクセスが可能となった。しかし，限ら

れた予算の中でシステム化を行っている現状で

は，コンピューター資源の問題や業務用端末と

の関係で，利用者向け端末が十分確保されてい

るとはいえない。また，パッケージによる導入

にあたっては提供される情報の内容や検索シス’

テムについて，利用者の立場にたった見直しを

行い改善すべき点は図書館が共同でメーカーに

要求するなど，ユーザー間の連絡を密にする必

要がおきている。数年先には従来のカード目録

からOPAごサービスに移行し，学内LANを経由

し直接研究室へ目録情報を提供することになる

であろう。今後の開発・整備が主要な課題とな

っている。

　図書館間相互貸借について

　データベースの構築が進むにつれて利用者の

要求は個々の大学図書館が所蔵している資料に

限らず，「利用可能な資料」へと拡大している。

総合目録データベースは「資源共有の理念に基

づく相互貸借」を前提としたものであるにもか

かわらず図書の供給体制は不十分なままである。

部局図書室・研究室などへの資料の配置や長期

的貸出しなど問題点も多いが，全国的なガイド

ラインの設定やマニュアルの作成など相互協力

体制の整備が急がれている。その他，品質管理

の為の入力マニュアルの整備，参照MARCや

NACSIS－IRのデータベースの増強など早引セ
ンターに対する要望もだされた。

　本研究会の初日に，図書館情報大学図書館長

竹内葱先生より「われわれは，今，図書館には

じめて入って来た人（新入生・研究者・外部か

らの利用者）の『目』をもてるだろうか？」と

いうひとつの問いかけがあった。

　本学にお』いても，インターフェース開発の完

了・学割センター地域講習会の終了にともない，

地域システムから学情センターの目録システム

へ移行しようとしている時期に参加し，もう一

度利用者の立場から大学図書館を見直してみる

必要性を考えさせられた研修であった。

　　　　　　　　　　　　　　（経済学部図書掛）
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図書館統計

昭和62年度　　レ　フ　ァ　レ　ンス統計
（中央図書館）

利　　　用　　者　　　別 内　　　容　　　　別
　項�
@
　
　
目
　
付

学　　　　内
学　外

所　在

ｲ　査
事　項

ｲ　査
合　計

学　生 教職員 小　計
合　計

利　三

w　導

デ　ス　ク 3，303 1，539 4，842 956 5，018 5，018 289 491 5，798

事　務　室 564 647 1，211 847 2，058 1，881 175 2 2，058

合　計 3，867 2，186 6，053 1，803 7，856 6，899 464 493 7，856

　　　　昭和62年度　情報検索分野別統計（中央図書館）

（1）DIALOG　　検索申込件数　　30件

　　　　　　ファイル内訳

分　　　　野 人文・・社会科学 科　　学　　技　　術
医学・ライフ
@サイエンス

ファイル名 ERIC PSYCINFO CA　Search BIOSIS CAB　Abs FSTA MED
項　　　ファイル内容

@目

教育 心理学 化　　　学 生命科学 農業・畜産 食品科学 医　　学 計

ファイル番号 1 11 308－312
R20，399 5・55 50・53 51 154・155

ファイル接続数
2 1 16 7 3 3 3 35

（2）　JOIS 検索申込件数　　81件

ファイル別内訳

ファイル名 JICST CA　Search BIOSIS MEDLINE TOXI」INE INSPEC

項　　ファイル内容 科学技術 化　　学 生物学 医　　学 毒性文献 物理電気 計

目　ファイル番号 010・011O12 210・211 320・321 110・111 120 350

ファイル接続件数 56 34 10 0 2 1 103

S　D　I件　索　数 0 0 0 12 0 0 12

昭和62年度　情報検索学部別利用者統計

　　　　　　　　　　　　（中央図書館）

部　　局　　名
件　　　　　　数

』JOIS DIALOG 計

工　　学　　部
　
　
件
5
2

　
件
3

　
件
5
5

農　　学　　部 19 19 38

理　　学　　部 3 3 6

応　　　　　　研 2 0 2

総　　理　　工 5 0 5

歯　　学　　部 0 2 2

教　育　学　部 0 3 3

合　　　計 81 30 111
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　このたび，「JOIS」による情報検索サービス料金が別表のとおり改定になりました。詳しいこと

は参考調査掛にお尋ねください。併せて「DIALOG」で検索使用される主たるファイルの現在の料

金も掲載しました。

J　OIS

1．オンライン料金

料
オ　ン ラ　イ　ン 料　金

データ　　　金
ファイル オンライン

回答出力料金
ベース名 接続料金 回答出力料金 手配料金

Aタイプ Fタイプ
（抄録付） （抄録なし）

JICST 180円／分 30円／件 500円／回 55円／件 37円／件
JICST（E） 120円／分 45円／件 500円／回 56円／件 56円／件

MEDLINE 180円／分 25円／件 500円／回』 49円／件 39円／件

TOXLINE 366円／分 42円／件 500円／回 71円／件 53円／件
BIOSIS 281円／分 47円／件 500円／回 一 55円／件

CAB 208円／分 63円／件 500円／回 88円／件 70円／件

INSPEC 295円／分 69円／件 500円／回 97円／件 79円／件
INIS 180円／分 30円／件 500円／回 55円／件 37円／件

FSTA 267円／分 50円／件 500円／回 75円／件 57円／件

2，．ユーザー　SDI料金

データベース 基　　本　料 回答出力料金

JICST

iICST（E）

iMEDICINE

lEDLINE

1，540円／1検索

P，360円／1検索

P，600円／1検索

P，480円／1検索

55円／件

T6円／件

S9円／件
S9円／件

DIA　LOG

ファイル ファイル使用料
全レコード（F5）／件

番　号
ファイル名

／時間 オフライン
vリント料

オンライン

^イプ料
10・110 AGRICOLA 　　　　ドルR9

　　　　ドル
O．20

　　　　ドル
O．10

5・55 BIOSIS 93 0．40 0．32

50・53 CAB 57 0．35 0．30

308－312
R99 CA　SEARCH 105 ，0．46

0．33

8 COMPENDEX 108 0．47 0．35

72・172－173 EMBASE 96 0．42 0．55

1 ERIC 30 0．14 0．10

12－13 INSPEC 111 0．60 0．54

154－155 MEDLINE 36 0．20 0．05

6 NTIS 72 0．45 0．40

11 PSYCINFO 55 0．20 0．35

185 ZOOLOGICAL　REC 87、 0．30 0．26
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　学術情報センターシステムと九大システムとのインターフェイスが完成し，8月より和書・洋書

ともNC（学術晴報センター）への入力と地域データベースへの取り込みが可能になりました。和書

については準備が整い入力を開始した部局も出始めており，洋書についても中央図書館とML館の

一部が入力を開始しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情報システム課）

委員長
委

tl

／t

1
！

11

！t

t／

11

ク

tl

ク

lt

員　（文）

　　（　tl　）

　　（育）

　　（ii）

　　（法）

　　（ii）

　　（経）

　　（　11　）

　　（理）

（ii）

）
）
医
〃

附属図書館商議委員会委員名簿（昭和63年9H1日現在）

長
授

館
教

tl

tl

t／

！一

1！

tl

tl

／／

t一

t
！

！！

宏
敏
二
房
一
三
彦
也
樹
士

義
三
昭
和
桂
昭
正
良
秀
欣

嶋
野
添
岡
野
藤
本
崎
野
村

平
中
川
諸
高
近
徳
山
武
本
Takahashi
Tsutomu

遠城寺　宗　知

中　山　文　夫

委 　員　（歯）　教

1！　（11）　11
・・@　（薬）　　〃

t一　（tt）　！1

〃　　　（工）　　〃

tl　（11）　tl
〃　　　（農）　　〃

tl　（11）　1！

〃　　（養）　　〃

ll　（11）　11
〃　　（総理工）　〃

tl　（11）　11
〃　　（機）　　〃

〃　　（応）　　〃

授
夫
雄
敏
和
介
筋
男
廣
純
動
座
曲
直
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

恒
道
英
昭
耕
　
武
道
孝
　
禎
忠

次
田
村
木
田
田
田
野
南
部
川
山
林
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

末
太
吉
植
原
松
白
馬
清
矢
小
片
小
高

◆人事異動
9．1大神　義生（農学部附属演習林）庶務掛長

〃　石橋　紘一（人事掛長）農学部

◆　日　　　　録（昭和63年7月～9月目

7．18～8．5　昭和63年度大学図書館職員長期研修（経

　　　済　松本）

8．19九州地区医学図書館協議会総会（熊本大学）

8．29　昭和63年度九州地区国立学校等会計事務研修

　　　（阿蘇青年の家　古賀幸成）
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